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福
祉
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」
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れ
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糸
賀

一
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書
物
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思
想
と
の
出
会
い
が
な
か

っ
た
ら
、
今
の
私
は

存
在
し
な
い
。　
一
人
の
人
と
の
出
会
い
が
そ
の

人
の
人
生
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。

″福
祉
の
思
想
ク
の
原
点
と
な
っ
た
鳥
取
教
会
の
、

そ
の
場
に
、
今
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
う
。
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「あ
な
た
が
た
は
せ
の
え
で
あ
る
。
…
そ
う
す
択

ば
、
家
の
中
の
も
の
す
べ
て
を
照
ら
す
の
で
あ
る
」
（マ

タ
イ
に
よ
る
格
子
言
５
¨
・４

ｏ
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）

約
４０
年
前
、
教
会
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
こ
と
が
、
私
の
人
生
の
方
向
を

大
き
く
変
え
た
。
知
的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を

施
設
に
閉
じ
込
め
て
い
た
社
会
の
厳
し
い
現
実

に
気
づ

い
た
時
、
私
は

「
知
的
障
が
い
者

の

父
」
と
言
わ
れ
る
糸
賀

一
雄
の
言
葉
と
実
践
に

出
会

っ
た
。
で
」
の
子
ら
に
世
の
光
を
」
で
は
な

く
、
で
」
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
と
い
う
逆
転
の

発
想
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
魂
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
。
障
害
を
持
つ
人
が
そ

の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
、

そ
の
人
た
ち
が
持

っ
て
い
る
光
こ
そ
が
、
私
た

ち
の
目
指
す
べ
き
社
会
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
、
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仕
の
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わ
れ
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信
痺
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深
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鳥
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で
洗
礼
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受
け
た
　
糸
賀

一
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洗
礼
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受
け
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原
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は
、
光
が
届
い
て
い
な
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人
た
ち

に
、
光
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灯
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こ
と
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あ
っ
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戦
後
の
混
乱
と
貧
困
の
ど
ん
底
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
「近
江
学
園
」
を
創
設
し
た
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こ
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大
き
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レ
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、
若
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に
養
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も
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あ
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こ
と
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さ
れ
る
３
混
迷

の
中
に
あ
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歩
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あ
る
）^

べ
ヽ
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ル
で
見
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
そ
こ

で
実
現
さ
れ
て
い
る
普
通
の
生
活
を
守
り‐●
当
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―，
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の
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し
て
生
き
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と
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取
り
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